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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・三平方の定理を用いて直角三角形の辺の長さを求められる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・長方形の対角線の長さを求めたり，図形の中に新たに直角三角形をつくったりすることを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・三平方の定理を続けて2回使って問題解決する経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・3年「式の計算の利用」の図形の性質の証明で，文字式を変形・代入したり，導いた式の意味を図と対応させて読み取ったりする学習をしている。
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≪学習問題≫


右のような直方体があります。


対角線ＡＧの長さを求めなさい。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録
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≪学習問題≫








②見通し:ＡＧを斜辺とする直角三角形をつくっても，残りの2辺のうち1つの長さがわからないので，求められない。


→長さがわからない辺を含むもう1つの直角三角形を見つければよい。











１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:ＡＧを斜辺とする直角三角形と，それにつながる直角三角形を見つけ，三平方の定理を2回使ってＡＧの長さを求めよう。





③個人追究:直角三角形の組み合わせを見つけ，ＡＧに辿り着くよう順序よく辺の長さを求める。
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④共同追究前半（解法の検討）


（模型と平面図を見比べ，各解法を確認する。）


「解いていく中で省略できる計算はないか？」


→「はじめの直角三角形の斜辺の長さを平


方根を使って求めても，次にまた2乗するので，最初から2乗のままにしておくとよい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「2つの式を1つにするとどんな式ができるかな？」


→「縦、横、高さをそれぞれ2乗した数の和の平方根が対角線の長さになっている。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・１辺を共有する2つの直角三角形を見つけることで，三平方の定理を続けて2回使うことができた。


・直方体の対角線は，√(縦の長さ)２＋(横の長さ)２＋(高さ)２で一気に求められる。





⑥定着･活用問題


(1) 本時の追究を振り返り，教室を直方体とみて，対角線の長さを求める手順を箇条書きしよう。


(2) 次の図形の対角線の長さを求めなさい。


ア　縦3㎝，横4㎝，高さ5㎝の直方体


イ　1辺の長さが5㎝である立方体





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・ＡＧを含む直角三角形が複数見つけられるので，利用したい直角三角形を選択して追究させ，どの直角三角形に着目しても，ＡＧの長さが求められることや，同じ考え方で対角線の長さが求められることに気づかせたい。





【板書計画】








